
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ      副理事長・副校長 福島 拓 

 

今月は月頭より「全国統一小学生テスト」があり、受験予定の 6年生以外の多くの生徒に受験頂

きました。送迎の労を頂いた保護者の皆様におかれましては、ご協力に感謝申し上げます。例年、

問題文の文章量の多さに辟易しますが、ある意味受験勉強の最終目標となる大学受験、特にセンタ

ー試験から変わった共通テストでは、問題文の長文化傾向が著しく、限られた時間内でいかに読み

解いていけるかが問われております。そういった観点からこのテストは小学生においてのチャレン

ジテストとしての意味合いが強い模試です。試験の出来不出来に関わらず、お子様にとっては、文

章量のある問題に触れることができる一つのいい機会ではないかと思っております。結果に一喜一

憂する必要はありませんので、ぜひ読み解けた部分を褒めて欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

クラズ通信 
麻生本校・円山校 

  
 

202４．1１．1２発行 

 

入試本番まで１ヶ月あまり！ 
 

円山校 ・ 麻生校担当    西野 丞 

 

     入試まで残すところ 1 ヶ月あまりとなりました。当事者であるお子様は勿論、保護者の皆様も

だんだん緊張してくる時期にきているのではないでしょうか。お子様に対して、普段は気にもか

けないところが目につき、思わず苦言を言ってしまうのもこの時期ならではのことかと思います。 

受験はどうしても「結果」が出るものです。結果にこだわるあまりお子様に対しては常に期待

や勉強を強いる言動をしてしまい、その結果思わぬストレスを与えたりしてしまうこともあるか

と思います。大切なことは、お子様が「やり切った」と思える気持ちになること。そのために保

護者は何をしたら良いのか、あわせてクラズユニックとしても万全の指導態勢で臨み、受験まで

の時間を指導していきたいと思っています。 

＜保護者の皆様に日常心に留めてほしいこと＞ 

① 解けない問題からスランプへ 

どの受験生でも演習を続けると必ず解けない問題に出会ってしまいます。さらに試験が近づ

くとこの時期でも解けないものがこんなにあるのかと不安になります。その不安は焦りを生

み、通常であれば解ける問題さえも解けなくなる、いわゆるスランプ状態を自分で作ってしま

う場合があります。ここで重要なことは、「中学合格には満点はとらなくても良い」というこ

とです。各中学校は合格ラインを設定しています。何点取れば合格と決まっていますので再度

お子様に確認させて大丈夫と声をかけてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

＜裏面に続く＞ 

 



 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生本校：001-0037 札幌市北区北 37 条西 3 丁目 3-15📞011-716-7162 

円山校  ：064-0820 札幌市中央区大通西 23 丁目 1-1 📞011-613-7755  

  

11 月、12 月予定の詳細は QR コードから HPでご覧下さい。 

後期保護者面談（先月号でもお知らせしましたが再度）・冬期講習ご案内（麻生校・円山校） 

 

＜裏面に続く＞ 

麻生校  後期保護者面談で、冬期講習や次年度の時間割およびクラス編成についてご案内致します。現在

通われている習い事の曜日や時間をお伺いすることがありますので、ご協力をお願いします。通塾曜

日のご相談や学習内容、次年度に向けたご希望もありましたらお聞かせ下さい。 

後期面談日程：11/30（土）・12/１（日） 9：00～17：00 

まだお申し込みでない方は、ご希望の日時をお電話または校舎 LINE でお知らせください。   

12/23（月）～1/11（土）が冬期講習期間です。現在通われている曜日で実施します。 

※小６クラスは中学受験生対応集中指導   

※1/10（金）に学力コンクール （小６受験クラスを除く）    

 

円山校 

11 月 7 日（木）から 11 月 23 日（土）の日程で「保護者面談」を行っております。この日程以外で

も面談の場をご用意できる場合もありますので、先月号でご連絡の、曜日と時間をご参照の上、line

またはお電話でお申し込み下さい。 

 面談時のお話に基づき、冬期講習期間はお子様の状況やご希望に基づき授業を進めて参ります。円

山校小中学部は 12/１6（月）～1/15（水） の期間で冬期講習（追加の授業）をお申込みいただけま

す。 日程・時間等のご希望は、面談時にお渡しした用紙でお知らせください。なお、申し込み締め切りは

12/14（土）としておりますが、できるだけ 11月中にいただけますと、調整がしやすく、毎月末にお送りして

いる時間割にも反映できます。何卒ご協力をお願いいたします。 

        

  

 

 

② 難問は解けない問題があっても良い 基本をしっかりと 

解けない問題があることで一番悔しく苦しんでいるのはお子様本人です。解けない場合は、

四谷大塚の予習シリーズの例題・類題・基本問題に立ち返り、そこから解くことが大切です。

また今更基本問題を解くの？と疑問に思われるお子様は多少なりともいます。四谷大塚の受験

校偏差値で 56前後（道内私立・公立中高一貫校はすべてカバー、ただし特待は SS64-68）ま

では基本問題をすべて理解して解ければ合格できるレベルになることをご家庭でも共有し、前

向きにお子様自らが進んで解くようにアドバイスしてほしいと思います。難問（練習問題など）

に執着するのは特に直前期の学習としては、時間的・精神的にロスが大きいと考えてくださ

い。 

③ 基本的に規則正しい生活を 

早寝早起きをしなさいというのではなく、普段の生活リズムを乱さないことが健康的に過ごす

最上の方法です。これは存外に難しいことで、多くの受験生は不安のため、考えこみ寝られな

い場合もあるかもしれません。大切なことは同じ時間に布団に入り、同じ時間に布団から出る

ということです。「眠る・目覚める」のではなく「入る・出る」で考えて、眠れなくとも「布

団に入ることが大事」という認識で接して下さい 

 

 

 

 

 


